
【３年生】

校長室 だより 平成２７年７月１７日 さすがに３年生は、進路選択の目安になる自分の力が分かるので、気合いが入って

尼崎市立常陽中学校 №８ 校長 小 谷 豪 郎 居たようで、昨年度の３年生の同じ時期の結果よりずいぶんと良い結果が出ています。

現状は、市内１９校の中間あたりの成績ですが、５教科合計をみると市内平均より

やや低かったのでもう少し頑張りましょう。

教科別にみると、どの教科もほぼ市内平均と変わりないのですが、社会だけが－4

新学期早々の４月に２学年、６月に３年生が実施した、学力学習状況調査の結果が帰っ ポイント、夏休み中に社会科、地理や歴史の復習を重点的にやりましょう。

てきました。各学年毎に色々特徴がありますが、個別の成績は後日担任の先生から返却さ

れると思います。ただ結果を見るだけでなく、どの領域・観点が自分は不足しているのか

確認して夏休み中に復習をして遅れを取り戻しておきましょう。

自分の課題を自分で見つめ直し、その課題を克服するために自分から進んで学習に取り ７月といえば七夕、笹飾り、こういった季節にまつわる日本の

組む姿勢が重要です。自学自習の習慣を身につけること、家庭学習を充実させることこの 風習なんかにも気づいて覚えていって欲しいものです。

ことが、将来の進路選択や高校へ行ってからの次のステップへと活きていきます。 クラブの壮行会前に設置したので、総体に向けての各クラブの

【１年生】 意気込みや先生方の願い、など様々な願い事が短冊に込められて

小学校６年間の復習ですから英語以外の４教科になります。 玄関を飾っていました。

数学について、５段階評定の出現率に直すと、１と２の付く人が、39％になります。 昔は、おひな様を飾ったり、五月人形、月見団子、等々季節の

特に｢関数｣｢図形」｢数と式」の３つの領域について、 夏休み中にしっかりと復習して 風情が味わえる取組をしていました、今回はちょっと思い出しな

おきましょう。 がらやりましたが、今後も続けていきたいものです。

国語と社会は５段階の４と５が付く人が、どちらも40％を超す高い結果でした。

【生活状況】

①授業中に、友達と勉強以外のことでおしゃべりをする。少しする、よくするを合わせ

て41.1％。 ７月４日から始まった市内総合体育大会ですが、壮行会でクラブ員全員で気合いを

②学校の授業以外で勉強する時間が１時間以下、ほとんどしないも含めて、67.1％。 入れましたが、試合で本来の力が出し切れず、早々に負けたしまったチーム、最後ま

③宿題以外の勉強もする。あまりやらないと、やらないを合わせて、45％。 で頑張って明日からの阪神総合体育大会へコマを進めたチーム、それぞれに良い思い

④授業で習ったことの復習をする、あまりやらないと、やらないで、49％。 出を胸に今後の生活に活かしていって下さい。

⑤家で決まった時間に勉強をする、あまりしないと、ほとんどしないで、52.3％。 【新チームがスタートしたクラブ】

気になった項目を拾いました。もう一度自分の生活を振り返ってみましょう。 サッカー部 野球部 バレーボール部 女子バスケットボール部

【２年生】 【阪神大会出場】７月18日・19日

社会が１と２が付く人で３１％、４と５が付く人が37％上下の差が大きかったです。 バドミントン部：男女団体・シングル・ダブルス：伊丹スポーツセンター

英語については、４と５が付く人が４７％という高い結果が出ていました。 男子バスケットボール部：宝塚市立総合体育館

【生活状況】 柔道部：団体・個人：ベイコム総合体育館

①授業中に、友達と勉強以外のことでおしゃべりをする。少しする、よくするを合わせ 剣道部：団体：猪名川町文化体育館（イナホール）

て40.4％。 水泳（日名香月）尼崎スポーツの森（20日・21日）

②学校の授業以外で勉強する時間が１時間以下、ほとんどしないも含めて、59.6％。 ※陸上部はまだまだ後なので、終わってしまった３年生皆の分まで頑張って下さい。

気になるのは、ほとんどしないが、17.6％も居ました。

③宿題以外の勉強もする。あまりやらないと、やらないを合わせて、55.5％。 《今月の言葉》 『 泣くほど 本気な生き方をする 』

④授業で習ったことの復習をする、あまりやらないと、やらないで、84.1％。

⑤家で決まった時間に勉強をする、あまりしないと、ほとんどしないで、68.1％。 限界に挑戦し続け、本気で生きる人間は、勝っても、負けても、泣きたくなる。

２年生の皆さん、残念な結果です１年生の生活状況調査の結果と見比べて、数値が高 勝てばうれし泣き、負ければ悔し泣きだ。

い物が多く中学校入学後の「中だるみ」といわれる典型的な結果が出ているのではない さらには、本気で生きて、本気で勝ち抜こうと生きる者は、

でしょうか。１年後の今頃にこの様な状況では、自分の行きたい進路を選択することは、 自分で自分が許せない事がある。 だから、泣く。

不可能になってきます。ただでさえ学区の再編で近隣の他市町との競合が増えてくる中 そして、この涙が、次のステップへ自分を向かわせる。 限界突破へ！

もう一度気持ちを入れ直し、夏休み中に遅れを取り戻しておくように。


